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◆◆
実実
施施
期期
間間

平平
成成

年年
２２
月月

１１７７

２２８８

日日
まま
でで
（（
ポポ
イイ
ンン
トト
対対
象象
期期
間間
））

◆◆
航航
空空
券券
引引
換換
期期
限限

平平
成成

年年
１１７７

３３
月月

日日
まま
でで

３３１１

◆◆
内内
容容

①①
ココ
ウウ
ノノ
トト
リリ
但但
馬馬
空空

港港
のの
搭搭
乗乗
手手
続続
きき
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
でで
、、

実実
施施
期期
間間
内内
のの
但但
馬馬
〜〜
大大
阪阪
路路
線線

搭搭
乗乗
券券
のの
半半
券券（（
本本
人人
のの
もも
のの
））をを

提提
示示
いい
たた
だだ
くく
とと
、、
半半
券券
１１
枚枚
にに

つつ
きき
１１
ポポ
イイ
ンン
トト
スス
タタ
ンン
ププ
しし
まま

すす
。。（（
但但
馬馬
発発
のの
便便
にに
搭搭
乗乗
のの
場場

合合
はは
、、搭搭
乗乗
手手
続続
きき
時時
でで
もも
スス
タタ

ンン
ププ
しし
まま
すす
））
②②

ポポ
イイ
ンン
トト

１１００

集集
まま
っっ
たた
ポポ
イイ
ンン
トト
カカ
ーー
ドド
はは
、、

ココ
ウウ
ノノ
トト
リリ
但但
馬馬
空空
港港
のの
発発
券券
カカ

ウウ
ンン
タタ
ーー
又又
はは
但但
馬馬
内内
のの
旅旅
行行
代代

理理
店店（（
一一
部部
除除
くく
））でで
、、
但但
馬馬
〜〜
大大

阪阪
路路
線線
のの
片片
道道
航航
空空
券券（（
１１
名名
分分
））

とと
引引
きき
換換
ええ
まま
すす
。。

◆◆
そそ
のの
他他

ポポ
イイ
ンン
トト
カカ
ーー
ドド
はは
、、

ココ
ウウ
ノノ
トト
リリ
但但
馬馬
空空
港港
発発
券券
カカ
ウウ

ンン
タタ
ーー
又又
はは
但但
馬馬
内内
のの
旅旅
行行
代代
理理

店店
でで
おお
渡渡
しし
しし
まま
すす
。。
ポポ
イイ
ンン
トト

カカ
ーー
ドド
へへ
のの
スス
タタ
ンン
ププ
はは
、、
ココ
ウウ

ノノ
トト
リリ
但但
馬馬
空空
港港
でで
のの
みみ
行行
いい
まま

すす
。。
今今
年年
度度
かか
らら
但但
馬馬
内内
各各
旅旅
行行

代代
理理
店店（（
一一
部部
除除
くく
））でで
もも
ププ
レレ
ゼゼ

ンン
トト
航航
空空
券券
とと
のの
引引
きき
換換
ええ
がが
でで

きき
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。

◆◆
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
先先

但但
馬馬
空空
港港

推推
進進
協協
議議
会会
（（
℡℡
００
７７
９９
６６
‐‐
２２

４４
‐‐
２２
２２
４４
７７
））

◆◆
おお
題題
「「
歩歩
みみ
」」＝＝「「
歩歩
」」のの
文文
字字

をを
使使
用用
しし
てて
いい
れれ
ばば
、、「「
歩歩
道道
」」「「
進進

歩歩
」」のの
よよ
うう
なな
音音
読読
みみ
でで
もも
、、まま
たた

「「
歩歩
むむ
」」「「
歩歩
くく
」」やや
、、ここ
れれ
らら
のの
活活

用用
形形
でで
もも
ささ
しし
支支
ええ
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。

◆◆
詠詠
進進
歌歌
のの
詠詠
進進
要要
綱綱

①①
詠詠
進進

歌歌
はは
、、
おお
題題
をを
詠詠
みみ
込込
んん
だだ
自自
信信

のの
短短
歌歌
でで
、、
一一
人人
一一
首首
とと
しし
未未
発発

表表
のの
もも
のの
にに
限限
りり
まま
すす
。。
②②
書書
式式

はは
半半
紙紙（（
習習
字字
用用
））をを
横横
長長
にに
使使
いい
、、

右右
半半
分分
にに
おお
題題
とと
短短
歌歌
、、
左左
半半
分分

にに
郵郵
便便
番番
号号
・・
住住
所所
・・
電電
話話
番番

号号
・・
氏氏
名名（（
本本
名名
、、ふふ
りり
がが
なな
））・・

生生
年年
月月
日日
・・
職職
業業（（
具具
体体
的的
にに
））をを

毛毛
筆筆
・・
縦縦
書書
きき
でで
自自
書書
しし
てて
くく
だだ

ささ
いい
。。
※※
無無
職職
のの
場場
合合
でで
、、
以以
前前

にに
職職
業業
にに
就就
いい
たた
ここ
とと
がが
ああ
るる
場場

合合
にに
はは
、、
なな
るる
べべ
くく
元元
のの
職職
業業
をを

書書
いい
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
③③
病病
気気
まま
たた

はは
身身
体体
障障
害害
のの
たた
めめ
毛毛
筆筆
でで
自自
書書

でで
きき
なな
いい
場場
合合
はは
、、
代代
筆筆（（
代代
筆筆

のの
理理
由由
、、代代
表表
者者
のの
住住
所所
・・
氏氏
名名
をを

別別
紙紙
にに
明明
記記
））やや
本本
人人
がが
ワワ
ーー
ププ

ロロ
やや
パパ
ソソ
ココ
ンン
なな
どど
をを
使使
用用
しし
てて

印印
字字（（
使使
用用
しし
たた
理理
由由
をを
別別
紙紙
にに

明明
記記
））、、
まま
たた
はは
点点
字字
でで
詠詠
進進
しし

てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

◆◆
詠詠
進進
のの
期期
限限

９９
月月

日日（（
木木
））

３３００

◆◆
注注
意意
事事
項項

おお
題題
をを
詠詠
みみ
込込
んん

でで
いい
なな
いい
場場
合合
やや
一一
人人
でで
二二
首首
以以

上上
詠詠
進進
しし
たた
場場
合合
、、
詠詠
進進
歌歌
がが
すす

でで
にに
発発
表表
ささ
れれ
たた
短短
歌歌
とと
同同
一一
、、

まま
たた
はは
著著
しし
くく
類類
似似
しし
たた
短短
歌歌
でで

ああ
るる
場場
合合
なな
どど
はは
失失
格格
とと
なな
りり
まま

すす
のの
でで
ごご
注注
意意
くく
だだ
ささ
いい
。。

◆◆
そそ
のの
他他

疑疑
問問
がが
ああ
るる
場場
合合
にに

はは
、、
宮宮
内内
庁庁
式式
部部
職職
ああ
てて
にに
郵郵
便便

番番
号号
・・
住住
所所
・・
氏氏
名名
をを
明明
記記
のの
うう

ええ
、、
返返
信信
用用
切切
手手
をを
貼貼
っっ
たた
封封
筒筒

をを
添添
ええ
てて
９９
月月

日日（（
月月
））まま
でで
にに

２２００

送送
付付
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

◆◆
申申
込込
「「
〒〒
１１
００
００
‐‐
８８
１１
１１

１１
宮宮
内内
庁庁
」」とと
しし
、、
封封
筒筒
にに「「
詠詠
進進

歌歌
」」とと
書書
きき
添添
ええ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

◆◆
詳詳
細細

宮宮
内内
庁庁
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ

（（hhttttpp::////ww
ww
ww
..kkuunnaaiicchhoo..ggoo..jjpp

//1122//dd1122

‐‐0033..hhttmm
ll

））をを
ごご
覧覧
くく

だだ
ささ
いい
。。

◆◆
日日
時時

７７
月月
９９
日日（（
金金
））午午
後後
８８

時時
〜〜

◆◆
内内
容容

天天
のの
川川
中中
心心
付付
近近
のの
星星

雲雲
・・
星星
団団
をを
観観
察察
しし
よよ
うう

◆◆
料料
金金

大大
人人
１１
００
００
円円
、、
子子
どど

もも

円円
５５００

◆◆
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
先先

天天
文文
館館
ババ

ルル
ーー
ンン
よよ
うう
かか
事事
務務
局局
（（
℡℡
６６
６６

３３
‐‐
２２
００
２２
１１
））

客客
船船
でで
洋洋
上上
生生
活活
をを
共共
にに
過過
ごご

しし
、、
訪訪
問問
先先
のの
学学
生生
とと
のの
活活
動動
をを

通通
じじ
てて
交交
流流
をを
深深
めめ
まま
すす
。。

◆◆
実実
施施
時時
期期

９９
月月

日日（（
土土
））〜〜

１１８８

日日（（
月月
））

２２７７◆◆
応応
募募
資資
格格

兵兵
庫庫
県県
内内
にに
在在
住住

・・
在在
勤勤
・・
在在
学学
でで
概概
ねね

歳歳
かか
らら

２２００

歳歳
のの
人人

３３５５◆◆
訪訪
問問
地地

中中
華華
人人
民民
共共
和和
国国

◆◆
募募
集集
人人
数数

人人（（
選選
考考
））

７７５５

◆◆
参参
加加
費費
用用

万万
円円（（
参参
加加
費費

１１４４

用用

万万
円円
のの
内内
、、半半
額額
をを
兵兵
庫庫
県県

２２８８
がが
負負
担担
））

◆◆
申申
込込
期期
限限

６６
月月

日日（（
金金
））

２２５５

◆◆
申申
込込
・・
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
先先

兵兵

庫庫
県県
青青
少少
年年
本本
部部
交交
流流
担担
当当
（（
℡℡

００
７７
８８
‐‐
３３
６６
００
‐‐
８８
５５
８８
１１
））

中中
国国
のの
各各
地地
をを
訪訪
ねね
るる
ココ
ーー
スス

にに
加加
ええ
、、
今今
年年
かか
らら
ロロ
シシ
アア
ココ
ーー

スス
をを
新新
設設
しし
まま
しし
たた
。。

◆◆
実実
施施
時時
期期

９９
月月

日日（（
土土
））〜〜

１１８８

日日（（
月月
））

２２７７◆◆
応応
募募
資資
格格

日日
間間
のの
旅旅
にに
適適

１１００

応応
でで
きき
るる
心心
身身
とと
もも
にに
健健
康康
なな
方方

◆◆
訪訪
問問
地地

中中
華華
人人
民民
共共
和和
国国
、、

ロロ
シシ
アア
連連
邦邦（（
５５
ココ
ーー
スス
にに
分分
かか

れれ
まま
すす
））

◆◆
募募
集集
人人
数数

３３
２２
５５
人人（（
ココ
ーー

スス
にに
よよ
りり

人人
〜〜
１１
１１
００
人人
））

４４００

◆◆
参参
加加
費費
用用

万万
８８
千千
円円
よよ
りり

１１９９

（（
ココ
ーー
スス
等等
にに
よよ
りり
異異
なな
るる
））

◆◆
申申
込込
期期
限限

８８
月月

日日（（
金金
））

２２００

◆◆
申申
込込
・・
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
先先

兵兵

庫庫
県県
青青
少少
年年
本本
部部
交交
流流
担担
当当
（（
℡℡

００
７７
８８
‐‐
３３
６６
００
‐‐
８８
５５
８８
１１
））

児児
童童
手手
当当
はは
、、
児児
童童
をを
養養
育育
しし

てて
いい
るる
人人
にに
手手
当当
をを
支支
給給
しし
、、
児児

童童
のの
健健
全全
なな
育育
成成
をを
図図
るる
ここ
とと
をを

目目
的的
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。

児児
童童
手手
当当
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
人人
はは
、、

毎毎
年年
６６
月月
中中
にに
「「
児児
童童
手手
当当
現現
況況

届届
」」
をを
提提
出出
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
りり
まま

せせ
んん
。。
ここ
のの
届届
けけ
はは
、、
６６
月月
１１
日日

現現
在在
のの
状状
況況
をを
記記
入入
しし
、、
手手
当当
をを

引引
きき
続続
きき
受受
けけ
るる
要要
件件
がが
ああ
るる
かか

どど
うう
かか
をを
確確
認認
すす
るる
もも
のの
でで
すす
。。

届届
けけ
出出
がが
なな
いい
とと
、、
受受
給給
資資
格格

がが
ああ
っっ
てて
もも
６６
月月
以以
降降
のの
手手
当当
がが

受受
けけ
らら
れれ
なな
いい
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす

のの
でで
、、
必必
ずず
提提
出出
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

◆◆
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
先先

養養
父父
市市
役役

所所
福福
祉祉
課課
（（
℡℡
６６
６６
２２
‐‐
３３
１１
６６

２２
））

歌
会
始
の
お
題
と
詠
進

歌
の
詠
進
に
つ
い
て

「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
」

の
参
加
者
募
集

平
成　

年
度「
ひ
ょ
う
ご
県
民

１６

交
流
の
船
」の
参
加
者
募
集

天
文
館
バ
ル
ー
ン
よ
う
か

７
月
の
観
望
会

児
童
手
当
の
現
況
届
け
は

６
月
中
に
提
出
く
だ
さ
い

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中




